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はじめに・・
超クイックに会社紹介(30秒)



2年前に会社立ち上げました！
”DX人材をバージョンアップしビジネスの未来を創造する“会社です

 DX推進コンサルティング事業

 CDPのデータ活用支援事業

人材育成支援事業

 DXエンジニアネットワーク事業

About us Business

会社名 株式会社ハイブアイキュー

設立 2023年5月16日

役員構成 代表取締役社長 重原洋祐

住所 東京都港区新橋2-16-1 ニュー新橋ビル 802-C



What is HiveIQ ?
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マーケティング領域における継続的な
データ利活用にコミットする会社です。

-主な事業内容
1.CDP・データ活用プロジェクトの伴走支援

CDP・データ基盤構築
CDP・データ関連周辺サービスの構築
CDP・データ活用支援
CDP・データ活用リファクタリング支援
機械学習モデル構築

2.データ活用人材の育成・提供

CDP・データ活用支援企業数

50社以上（直接支援）

プロジェクト継続率

90%以上

*HiveIQだけではなくメンバーの過去の在籍企業での活動も含みます



Why we are data professionals ?
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-おそらく日本で最も長いTreasure Data活用経験年数

Treasure Data経験10年以上
-他社を圧倒するCDP・データ活用プロジェクト経験数

間接関与含め100社以上
-失敗するプロジェクトの事例を多く持っている。

導入失敗・解約事例50社以上
-トレジャーデータ（著）〜CDP活用の最適解を導く 〜

執筆メンバーが3人在籍
*HiveIQだけではなくメンバーの過去の在籍企業での活動も含みます
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データやマーケティング関連のお仕事やってます
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マーケティング領域におけるデータ活用と
エンジニア領域
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企業における、具体的なデータ活用
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CDPを含むデータクラウドサービスの活用

各種チャネルのデータを統合して、マーケティングやCRMをはじめとしたツールへ連携することにより、
顧客の横断データや個別トラッキングが可能になります。・・・が各社苦戦しています。
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一般的なデータクラウドのデータハンドリングの例
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クラウドツール上でSQLなどを用いたデータハンドリング クラウドツールの機能を活用し、マーケッターでのデータ活用
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データクラウド上でのデータ処理
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SQLにより、トランザクションやストックデータなどを適切に処理

データレイヤー設計 Hive独自に色々構築してます！

Ingestion（取り込み）= Layer 0 Foundation（1次集計）= Layer 1 Integration（統合）= Layer 2

• 各データソースと差分が生じない環境を構築

• データソース毎にCDP内のデータベースを分割

• テーブル名やカラム名はデータソースと一致させる

• マスタデータはReplace

• トランザクションデータはInsertで更新

• 活用用途によらずデータソース毎に必要な処理を

実施したデータを格納する

• Layer 0と同様、データソース毎にデータベースを分割

• データソース間の共通Keyとなるカラムを中心に

カラム名の名寄せとデータ型の変更を行う

• Layer 1のデータを使用し、可視化/施策用に集計した

データを格納する。

• データベースはデータの連携先や用途毎に分割する

• 可視化/施策に使用しているデータはLayer 2の

データベースを参照すれば確認できるように、

例外なくLayer 2のデータベースへ格納する
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data source Layer 0

l1_access_log
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Layer 2 可視化/施策
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広告配信
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JS SDK

APP SDK

S3/SFTP/etc..

SQL/Workflow

SQL/Workflow

SQL/Workflow

SQL/Workflow Datatank

S3/SFTP/etc..

S3/SFTP/etc..

データレイヤーの設計
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マーケティング目線でのレコメンドを実施するうえで、
各種施策をベースに分析やクラスタリングを実施しデータの前処理や教師データとして活用

配信結果の反映
レコメンドの精度向上

教師データ策定
機械学習

クラスタリング施策設定/データ統合

施策目標とデータ統合 データから対象クラスタの設計
施策上必要な対象クラスタから
レコメンドロジックを策定

データ基盤から、
配信リストを策定し、MAに連携
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以上
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未満

対象割合
訴求コン
テンツ

N%

N％

特典＋

ポイント
Up

継続ポイ
ント

・施策目標
・表示対象者（セグメント）
・A/Bテスト
・表示候補ページ
・必要なデータ設計

クラスタ対象のA/Bによる教師データ策定
クラスタ内によるレコメンドロジックの構築

配信対象リストの成否も
データ基盤に取り入れ、
教師データとして活用

11

※LTVを上げる方法として、レコメンドエンジン開発以外にも、LLM（大規模言語モデル）で
RAG（Retrieval Augmented Generation）を構築し、ユーザと対話型のエージェントを策定、
コンテンツ探しを楽にしつつ売上を上げるという手法も考えられるため、アプローチ方法については既存基盤とあわせて検討が必要と思われる。

機械学習の活用事例（1/３）
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AutoML（NoteBook）などのMLモデルを使用し、
施策やマーケッターが使いやすい顧客レコメンドロジックや施策設計を多数行い、顧客LTV向上を実現

スコアリングに必要な要素の洗い出しと施策検討
（参考）

NoteBookを使用しての顧客スコアリング例

※出処：AutoML Notebook RFM Anlysis/Clustering
（機械学習を使用したRFM分析及び、クラスター寄与度要素分析）12

機械学習の活用事例（2/３）
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担当者の推定予測モデルから機械学習モデルに変更し、某資格の需要を予測。誤差6％を実現
また、サービスコンテンツのレコメンド RMSE0.085前後を実現 離脱会員の予測精度を20-30％向上

潜在顧客リストレコメンドAPI設計

13

機械学習の活用事例（3/３）

※RMSE・・数値予測のモデルの良さを測る指標の一つ



Thanks for your time!

この領域に興味があれば
ぜひ、情報交換しましょう！
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